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＜連絡事項＞

・4/1（火）13:00～13:30入社式が行われます。職員はユニフォーム・ネームプレート着用の上、１２：５０までにホールに集合し、着席して下さい。

・4/1（火）の全体連絡会議は入社式がある為実施せず、次週4/8（火）に2週間分を行います。
・年度末のロッカー室整理に伴い、使用ロッカーが変更になりますので、時間のある時に現在使用中のロッカーの鍵を用意し庶務までお願いします。

・下半期評価類の提出期限が過ぎています。各自確認し、でき次第相馬ＪＧＭへ報告して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・野月　利章様～臨時薬は同内容で７日分処方となっています。また、咽頭痛訴えあり、オラドールトローチが４日分処方となっています。家族来院時にはポータブルのテレビを返却して下さい。
・泉川　ケイ子様～鼻のムズムズ感、咽頭痛訴えありＰＬ ３日分処方となっています。
・若松　健一様～昨日の採決の結果、異常所見無い事から、臨時で処方となっていたセフジトレンは止めとなり、トランサミンのみ内服指示となっています。それに伴い、トランサミン（250）6Ｔ ３×毎食後が６日分処方となっています。

・藤澤　徹様～援助者である小田様へ明日、外泊へ行く際に疾病教室を実施して下さい。

・根岸　英子様～退院後の訪問看護は、隔週木曜日の14時に実施予定となっています。

・佐々木　常夫様～煙草を自己管理としています。
・大橋　照子様～拒薬時、便秘時の予測指示が4/11まで継続となっています。
・奥寺　徹様～便秘時の予測指示が4/11まで継続となっています。

・蛭名　豊美様～便秘時の予測指示が4/11まで継続となっています。

＜要注目患者様＞
・野月　利章様～インフルエンザの為、隔絶対応中です。体温は38.2℃～37.8℃、食事はほぼ全量摂取出来ています。引き続き、身体管理と感染拡大防止に努めていきましょう。

・阿部　文香様～昨日診察にてお菓子の摂取時間について説明を受け了承していますが、消灯後より菓子要求頻回となり、床にコップを投げつける行為みられています。説明にも「そんな約束してない。人から盗るよ。物壊すよ」と話していますが他室侵入などの問題行動は無く夜間も休む事出来ています。本日は、苛々感の訴えや衝動行為は無く、各プログラムへ参加する事出来ています。引き続き、衝動行為に注意し、苛々や幻聴出現時の対処方法について本人の理解度に合わせた介入を行っていきましょう。
・若松　健一様～37℃台の発熱続いており、自室にて臥床し過ごしています。調子については「良くはない」と話しています。病状が改善しない事に対して不安を感じている様子伺えている為、身体管理と共に精神状態の変化にも注意していきましょう。

＜看護度評価＞

・若松　健一様～Ｂ-Ⅳ
・川上　牧子様～Ｂ-Ⅲ

・山地　広人様～Ｂ-Ⅲ

・佐々木　康子様～Ｂ-Ⅲ

・坂本　福子様～Ｃ-Ⅳ

・佐々木　常夫様～Ａ-Ⅳ

＜転入患者様＞

赤石　陽介様　32歳　 主病名：統合失調症　合併症：頚椎後縦靭帯骨化症　　任意入院

 当院7回目の入院（前回H25年12月16日～H26年1月23日）。 H26年1月23日に当院を退院後は、定期的な外来通院、精神障害者生活訓練施設「青山荘」の利用、デイケア利用を行いながら自宅で生活をしていた。H26年3月になり、幻聴が頻回となり、幻聴が原因で不眠や苛々感が出現。不眠に対し、薬剤調整にて対応していた。H26年3月14日、過量服薬により八戸市立市民病院へ救急搬送。同院への入院治療を行い、身体症状は改善する。身体面での治療は終了するが、希死念慮は続いており、精神科での継続治療が必要である為、八戸市立市民病院は退院。Ｈ26年3月19日当院を受診されている。身体的な不調は無いが、　「死ね」等の幻聴があり、希死念慮も持続している事から、薬剤調整・症状改善目的にて、同日東病棟Aユニットへ任意入院となる。

　入院時オリエンテーションの理解も良好で、入院後は他患者様との交流もあり、表情には穏やかさ見られていた。症状改善目的にてデポ剤をハロマンス→ゼプリオンへ変更し、3月24日 ゼプリオン150mg　筋注（右肩）実施している。本人は「幻聴はあるけど気にならなくなってる。」と話し、危険行為なく過ごす事できている。また、睡眠不安定について訴える事あるが、夜間の睡眠は確保出来ている。

※入院期間は2ヶ月程度であり、引き続き、症状観察し日常生活支援などを行っていく必要がある。

※主介護者は母様であり、治療には協力的。症状改善後は、サービスの利　用再開を希望している。

※3月31日（月）ゼプリオン100mg　筋注（左肩）指示（薬剤処方済み）
※臨時薬4/2朝まであり
※予測指示：希望時シンラック服用　4/3まで

